
危険な逆走で進入。公道なら検挙

ル
ー
ル･

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
更
に

気
持
ち
の
良
い
ま
ち
を
目
指
そ
う

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
は
人
々
が
気
持
ち

よ
く
集
団
生
活
す
る
上
で

の
不
可
欠
な
行
動
規
範
で
、

お
互
い
様
・
お
陰
様
の
他

を
思
い
や
る
優
し
さ
や
助

け
合
い
の
気
持
ち
が
、
本

来
、
日
本
人
が
世
界
に
誇

れ
る
精
神
で
す
。
次
世
代

に
も
永
く
継
承
さ
れ
て
行

く
べ
き
普
遍
的
な
も
の
、

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
昨
今
の
美
鈴
が
丘
団

地
内
で
は
首
を
か
し
げ
る

行
動
を
目
に
す
る
機
会
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
。「
大

人
達
の
ル
ー
ル･

マ
ナ
ー

違
反
の
行
為
を
子
ど
も
達

が
見
て
不
信
感
を
覚
え
る

と
同
時
に
勘
違
い
し
て
真

似
を
す
る
キ
ケ
ン
が
増
大

し
て
い
る
」〝
少
し
ぐ
ら

い
は
い
い
だ
ろ
う
、
余
り

堅
い
こ
と
を
云
う
な
〟〝
急

い
で
い
る
の
で
今
日
だ

け
は
大
目
に
見
て
〟云
々
。

町
の
現
状
を
み
て
大
い
に

反
省
し
て
本
来
の
あ
る
べ

き
姿
に
戻
そ
う
。

❶�

フ
レ
ス
タ
駐
車
場
内
逆

走
で
キ
ケ
ン
が
い
っ
ぱ

い
。

売
出
し
の
広
告
が
入
っ

た
時
の
店
の
前
の
駐
車
場

は
満
杯
に
な
り
易
い
。
一

杯
に
な
り
そ
う
と
思
っ

た
客
が
奥
の
方
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
横
目
で
見

て
、
出
口
の
進
入
禁
止
の

道
路
標
示
を
無
視
し
て
逆

走
。
我
先
に
と
順
番
を
飛

び
越
え
て
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
。
ル
ー
ル
違
反･

衝
突
キ
ケ
ン･

モ
ラ
ル
崩

壊
等
々
。
僅
か
10
分
で
５

台
も
の
身
勝
手
な
人
達
の

行
動
に
嫌
悪
感
と
恐
怖
感

を
覚
え
た
。

❷�

郵
便
局
の
出
入
口
バ
ス

通
り
側
に
迷
惑
駐
車
。

短
時
間
で
済
ま
せ
る
つ

も
り
で
一
時
的
に
駐
車
。

と
こ
ろ
が
中
で
は
順
番
待

ち
に
。
裏
の
駐
車
場
に
止

め
に
行
く
べ
き
な
の
に
横

着
し
て
そ
の
ま
ま
知
ら
ん

顔
。
そ
の
間
に
も
う
一
台

駐
車
。
交
通
量
の
多
い
バ

ス
通
り
な
の
で
渋
滞
の
原

因
に
な
り
キ
ケ
ン
。
自
分

一
人
ぐ
ら
い
な
ら
、
の
安

易
な
所
業
が
重
大
な
事
故

に
繋
が
る
想
像
力
の
欠
如

が
心
配
。

車線が狭くなり我儘駐車の極致

❸�

横
断
歩
道
の
あ
る
バ
ス

通
り
途
中
横
断
は
危
険
。

郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
の

前
の
バ
ス
通
り
を
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
と
左
右
を
見
な
が

ら
急
い
で
横
断
す
る
人
達

を
時
々
見
か
け
る
。
少
し

運
動
を
兼
ね
て
歩
け
ば
横

断
歩
道
が
あ
る
の
に
面
倒

く
さ
い
と
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
。
誰
し
も
キ
ケ
ン
と
知

り
つ
つ
急
い
で
い
る
の
か

な
。
７
～
８
年
前
に
美
鈴

が
丘
小
学
校
前
の
バ
ス
停

付
近
で
、
横
断
中
の
人
が

乗
用
車
に
轢
か
れ
て
亡
く

な
っ
た
事
例
が
記
憶
に

残
っ
て
い
る
。
横
着
な
行

動
は
キ
ケ
ン
と
隣
合
せ
で

あ
る
こ
と
を
大
人
が
日
々

の
行
動
で
範
を
示
す
事
が

大
切
と
強
く
思
う
。

❹�

犬
の
糞
の
処
理
は
家
族

の
健
康
を
守
る
為
の
必

要
不
可
欠
な
作
業
。

朝
夕
に
犬
の
散
歩
を
日

課
に
し
て
い
る
愛
犬
家
は

大
勢
い
て
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム

が
続
い
て
い
る
。
糞
の
放

置
⇨
美
観･

衛
生
面
悪
化

⇨
子
ど
も
の
靴
に
付
着
⇨

病
原
菌
が
家
庭
内
へ
、
の

負
の
連
鎖
。
可
愛
い
我
子

を
近
所
迷
惑
な
子
に
し
て

は
な
ら
な
い
。

❺�

曜
日
の
異
な
る
ゴ
ミ
出

し
は
美
観
を
損
ね
る
だ

け
で
な
く
防
犯
上
も
キ

ケ
ン
。

曜
日
の
異
な
る
ゴ
ミ
は

回
収
さ
れ
ず
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
放
置
。
正
し
い

ゴ
ミ
出
し
で
常
に
き
れ
い

な
状
態
に
し
て
お
く
と
、

き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
る

町
内
と
し
て
目
配
り･

気

配
り
が
行
き
届
き
、
不
審

者
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
に

繋
が
る
。

地域モラルレベルのバロメーターになる。

『
自
分
の
住
ん
で
い

る
こ
の
町
を
も
っ
と

好
き
に
な
り
ま
し
ょ

う
！
』

広 報 み す ず 令和２（2020）年９月号⑴
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日
本
防
災
士
機
構
の
防
災

士
の
資
格
取
得
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、
ま
だ
、
防
災
士

が
い
な
い
各
町
の
自
主
防

災
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
若
い
世
代
の

方
な
ど
に
幅
広
く
お
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
受
講

者
を
推
薦
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美
鈴
が
丘
の
地
域
防
災
力

（
情
報
・
人
・
意
識
）
と

自
主
防
災
力
の
向
上
の
為
、

17
の
各
町
に
防
災
士
が
い

る
体
制
を
整
備
・
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

美
鈴
が
丘
の
現
在
の
防
災
士

　
８
人（
内
女
性
は
１
人
）

自
主
防
災
会
別

東４ 2人
西５ 1人
南２ 1人
緑１ 1人
緑２ ２人
緑３ １人

防
災
士
が
い
な
い
自
主
防
災
会

　

東
１
、
東
２
、
東
３
、

東
５
、
西
１
、
西
２
、
西

３
、
西
４
、
南
１
、
南
３
、

南
４

◆	

緊
急
避
難
場
所
で
の
感

染
症
予
防
対
策
説
明
会

美
鈴
が
丘
高
校
講
堂
７
／
１

　

緊
急
避
難
場
開
場
に
伴

い
、
役
所
職
員
の
到
着
ま

で
の
避
難
者
の
受
け
入
れ

に
関
し
て
確
認
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
今
回
、
美
鈴
が

丘
高
校
の
講
堂
に
感
染
症

予
防
対
策
物
品
が
配
置
さ

れ
た
の
で
、
内
容
物
の
確

認
を
実
施
。
以
下
避
難
者

受
け
入
れ
の
確
認
事
項

①�

避
難
者
の
体
調
を
確
認

す
る（
熱
・
せ
き
な
ど

の
簡
単
な
確
認
と
熱
の

有
無
）

②�

体
調
の
良
好
な
人
、
不

良
な
人
の
滞
在
場
所
を

分
け
る
事

③�

世
帯
単
位
の
距
離
を
２

ｍ
以
上
空
け
る
。

 

美
鈴
が
丘
公
民
館

 
学
習
グ
ル
ー
プ
の
ご
案
内 

第
１
回

 

わ
が
街
防
災 

連
載
１

令
和
２
年
度
・
美
鈴
が

丘
公
民
館
に
登
録
し
、
活

動
中
の
学
習
グ
ル
ー
プ
は

50
部
会
あ
り
ま
す
。（
８

月
現
在
）

第
１
回
は
、
美
鈴
が
丘

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ〝
北
斗
七

星
〟を
紹
介
し
ま
す
。
代

表
幹
事
・
西
街
区
・
西
野

氏
。
写
真
撮
影
を
趣
味
と

す
る
町
内
の
方
々
は
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
入

門
し
易
い
趣
味
の
一
つ
で

す
が
、
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
や

被
写
体
へ
の
思
い
入
れ
が

深
化
す
る
に
つ
れ
て
、
更

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
は

専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
趣

味
の
よ
う
で
す
。

当
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
は
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
中
心
に

総
勢
15
人
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
講

師
を
招
き
月
１
回
の
例
会
、

月
１
回
の
撮
影
会
を
行
い

ま
す
。

撮
影
後
の
一
コ
マ
一
コ

マ
に
は
プ
ロ
の
眼
か
ら
見

た
指
導
を
仰
い
で
い
ま
す
。

〝
季
節
の
風
物
詩
、
自
然

の
煌
め
き
、追
憶
の
世
界
〟

等
を
切
り
取
る
瞬
間
、
会

員
が
被
写
体
に
対
峙
す
る

姿
勢
は〝
一
枚
の
写
真
の

記
録
性
よ
り
高
次
な
芸
術

性
へ
昇
華
す
る
こ
と
〟〝
表

現
し
た
写
真
と
画
題
が
一

致
す
る
こ
と
〟が
重
要
視

し
さ
れ
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

写
真
展
や
発
表
会
に
出
品

す
る
経
験
豊
富
な
写
真
家

集
団
で
す
。
会
員
未
発
表

の
作
品
が
数
多
く
集
積
さ

れ
て
お
り
、
逐
次〝
広
報

み
す
ず
〟に
発
表
す
る
予

定
で
す
。
今
回
掲
載
し
た

写
真
に
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
感
想
を
広
報
部
ま
で

ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸

美
鈴
が
丘
の
地
域
防
災

力
と
自
主
防
災
力
の
向
上

の
為
、
本
連
載
を
今
回
か

ら
10
回
程
度
予
定
し
て
い

ま
す今

後
、
取
り
あ
げ
て
欲

し
い
テ
ー
マ
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉
美
鈴
が
丘
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
防
災
部

長
兼
美
鈴
が
丘
学
区
自
主

防
災
会
連
合
会
会
長　

防
災
士　

古
田
陽
久　

０
９
０
１
１
８
４
０
４
９
１

Ｅ
メ
ー
ル　

w
heritage@

tiara.ocn.ne.jp

①
各
町
に
防
災
士
を

広
島
市
で
は
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

と
し
て
、
各
町
の
自
主
防

災
会
の
会
長
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
次
世
代
の
防
災
活
動

の
担
い
手
を
養
成
す
る
為
、

い
で
す
。

今
後
は
、
他
の
活
動
中

の
学
習
グ
ル
ー
プ
も
順
次

取
材
し
、
そ
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

凝視追憶 初夏の香り　三原市三景園

中学校の砂防堰堤工事

町
内
会
の
情
報
を
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

広 報 み す ず令和２（2020）年９月号 ⑵



・マングローブが重油まみれに、回復には30年以上も！大型貨物船が座礁するほど陸の近くを運行したのでしょう？
・最近コロナウィルスに対する意識が薄れてきたように感じますが、油断せず“with　コロナ”の行動を心掛け更なる徹底が必要と感じます

世界の出来事
日本の出来事

◆
ら･

ふ
ぃ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

久
々
の
イ
ベ
ン
ト

広
島
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
が
一
段
落
。

「
緊
急
事
態
宣
言
」解
除

後
の
ら･

ふ
ぃ
っ
と
Ｈ
Ｏ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
の
あ
り
方
を
模
索

中
。
手
始
め
に
６
／
29
か

ら
３
日
間「
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ･

作
品
展
示･

販
売･

フ
リ
マ
」を
感
染
防
止
対

策
を
工
夫
し
て
開
催
。
人

気
の
魚
屋
も
参
加
。〝
人

と
人
と
の
距
離
は
空
け
て

も
心
と
心
は
繋
が
っ
て
い

る
‼
元
気
な
顔
に
出
会
っ

て
ま
た
、
明
日
か
ら
ガ
ン

バ
ッ
て
い
き
ま
し
ょ
う

‼
〟７
月
か
ら
は
美
鈴
カ

レ
ッ
ジ･
健
康
麻
雀
も
再

開
。
新
型
コ
ロ
ナ
を
正
し

く
恐
れ
対
策
を
き
ち
ん
と

実
施
し
て
、
引
き
続
き
地

域
の
憩
い
の
場
の
提
供
を

進
め
本
来
の
元
気
な
姿
に

戻
し
て
い
く
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

◆
小
学
校
北
斜
面
の
草
刈
り

7
／
5

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

で
今
年
一
回
目
の
、
階
段

周
辺
の
草
刈
り
。
雨
の
予

想
が
好
天
に
変
わ
り
、
11

人
が
熱
中
症
を
気
に
し
な

が
ら
、
草
刈
機
７
台
の
エ

ン
ジ
ン
を
谷
間
に
響
か
せ

て
、
通
学
路
の
安
全
に
も

役
立
つ
よ
う
願
い
な
が
ら

草
を
刈
っ
た
。
（
小
川
）

◆
桜
が
丘
入
口
で
草
刈
り

7
／
19

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
南

一
丁
目
の
桜
が
丘
入
口
で

草
刈
り
を
し
た
。
熱
中
症

を
避
け
る
た
め
休
憩
を
多

く
と
り
、
生
い
茂
っ
た
雑

草
の
な
か
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

を
切
ら
な
い
よ
う
に
、
気

を
つ
け
て
鎌
を
振
る
っ
た
。

（
小
川
）

◆
青
パ
ト
の
車
窓
か
ら
の

気
づ
き

①
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

予
防
の
為
休
校
に
な
り
、

午
後
か
ら
児
童
が
沢
山

公
園
に
集
ま
り
遊
ん
で

い
ま
し
た
が
、
誰
か
一

人
で
も
よ
い
か
ら
保
護

者
か
大
人
の
見
守
り
が

必
要
で
は
と
思
い
ま
し

た
。

②
子
ど
も
の
自
転
車
で
、

路
地
か
ら
の
飛
び
出
し
、

右
側
走
行
と
二
人
乗
り

が
あ
り
注
意
し
ま
し
た
。

③
各
町
内
立
派
な
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
翌
日

の
ゴ
ミ
を
夕
方
出
し
て

い
る
町
内
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
決
め
ら
れ
た
こ

と
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

青
パ
ト
隊
は
町
民
の
安

全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
11
台
の
青
パ
ト
が

巡
回
し
て
い
ま
す
。
手
を

振
っ
て
頂
い
た
り
、
声
が

け
し
て
頂
い
た
り
、
大
変

励
み
に
な
り
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員

　

令
和
２
年
５
月
１
日

★
第
79
会
游
輪
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

佐
伯
Ｃ
Ｃ　
７
／
16

　
　
１
位　
松
川　
史
郎

　
　
２
位　
盛
井　
　
浩

　
　
３
位　
岡
田　
幸
男

★
第
80
会
游
輪
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

紅
葉
Ｃ
Ｃ　
８
／
20

　
　
１
位　
盛
井　
　
浩

　
　
２
位　
阪
井　
孝
一

　
　
３
位　
向
井　
大
毅

★
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
月
例
会

７
／
３

　
男
子

　
　
１
位　
竹
野（
緑
２
）

　
　
２
位　
菅
野（
東
３
）

　
　
３
位　
土
井（
東
２
）

　
女
子

　
　
１
位　
木
谷（
西
２
）

　
　
２
位　
笠
井（
南
２
）

　
　
３
位　
岸
野（
南
２
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

美
鈴
が
丘

★
ペ
タ
ン
ク
大
会
８
／
３

　
　
１
位　
笠
井･

廣
畑･

竹
野

　
　
２
位　
仁
井・木
谷・

旭
野

　
　
３
位　
河
内・岸
野・

坂
東
橋

★
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
月
例
会

８
／
７

　
男
子

　
　
１
位　
加
藤（
西
５
）

　
　
２
位　
土
井（
東
２
）

　
　
３
位　
竹
野（
緑
２
）

　
女
子

　
　
１
位　
大
深（
緑
１
）

　
　
２
位　
岡
野（
東
２
）

　
　
３
位　
笠
井（
南
２
）

★
体
協
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

月
例
会

８
／
11

　
　
１
位　
土
井（
東
２
）

　
　
２
位　
大
深（
緑
１
）

　
　
３
位　
江
藤（
東
４
）

ガードボランティアを募集中
可愛い児童たちの朝夕の登下校時
の見守り活動をお願いできる人を
募集中です。時間が取れる時で結
構です。連絡は中本（西２）まで
ご連絡ください。

☎928-0096

3日間でスタッフ含め200人超

参加してくれたメンバー

監査

加藤　好雄 

監査

竹林　信昭	

会計（出納担当）

宗山　松江 

町
内
会
の
情
報
を
常
時
募
集
中
で
す
。何
か
情
報
が
あ
れ
ば
町
内
会
長・広
報
部
員・広
報
部
長
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
集
会
所
に
は
広
報
部
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
こ
ち
ら
に
も
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

広 報 み す ず 令和２（2020）年９月号⑶



◎
８
月

盆
支
度
真
昼
の
月
の

�

静
か
な
る

�

泰
彦

◎
９
月

ふ
つ
ふ
つ
と
粥
が
泡
ふ
く

�

秋
思
か
な

�

佳
子

き
さ
ら
ぎ
句
会

１
．
社
会
福
祉
協
議
会

①�

令
和
２
年
度
推
進
体
制
の
報
告

②�

敬
老
会
…
石
内
福
祉
会
館
で
の
開

催
人
数
的
に
も
コ
ロ
ナ
対
策
面
か

ら
も
無
理
が
あ
り
や
む
な
く
中
止
。

対
象
者（
229
人
）絞
り
全
員
へ
フ
レ

ス
タ
商
品
券（
千
円
）を
配
る
。

２
．
公
衛
協

　

９
／
６
献
血
実
施
。
街
区
ご
と
に

時
間
帯
を
設
け
る
の
で
多
く
の
方
々

に
献
血
願
い
た
い
。
出
来
れ
ば
街
区

ご
と
に
60
歳
ま
で
の
10
人
以
上
確
保

し
て
欲
し
い
。

３
．
防
災
部

①�「
わ
が
ま
ち
防
災
マ
ッ
プ
」を
更
新

し
て
い
る
。
９
月
末
に
は
公
開
し

た
い
。

②�

防
災
士
取
得
候
補
者
４
名（
西
３

人
、
東
１
）決
定
。

③�

７
／
６
～
７
／
８
の
高
校
講
堂
へ

の
避
難
者
は
25
名
だ
っ
た
。

４
．
ま
ち
協
会
長

①�

公
民
館
祭
り
を
中
止
す
る
と
の
報

告
を
受
け
た
。

５
．
青
少
協

①�

子
ど
も
110
番
の
家
一
覧
を
更
新
中
。

６
．
企
画
部

　
８
／
１
に
花
火
を
打
ち
上
げ
た
。
事

前
の
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
十
分
で
な
か
っ

た
が
好
評
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

まちづくり協議会８月定例役員会報告

お
く
や
み

８
／
５ 

行
成　
禮
子
様（
84
）東
２

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ

①
日
赤
活
動
資
金
募
集
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す

②
10
月
１
日
令
和
２
年
度

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
す

③
美
鈴
が
丘
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
お

知
ら
せ
の
欄
で
地
区
お
知

ら
せ
や
各
種
情
報
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆	

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
思
い
出

	
（
近
く
に
こ
ん
な
人
が
）

　

西
４
丁
目
の
吉
村
義
孝

さ
ん
。
ホ
ッ
ケ
ー
の
競
技

役
員
と
し
て
前
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
さ
れ
た

と
言
う
事
で
取
材
に
行
き

ま
し
た
。
ま
ず
当
時
の
写

真
多
数
を
拝
見
し
、
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
大
会

役
員
の
紺
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
、
ホ
ッ
ケ
ー
協

会
か
ら
の
競
技
役
員
認
定

書
そ
の
他
記
念
品
を
見
せ

◆	

美
鈴
の
空
に
大
輪
の
花
火

（
コ
ロ
ナ
を
吹
っ
飛
ば
せ
）

	

８
／
１

　

８
月
１
日
は
本
来
夏
祭

り
で
は
あ
っ
た
が
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
中
止
。
だ
が

花
火
だ
け
は
何
と
か
あ
げ

た
い
と
の
夏
祭
り
実
行
委

員
会
の
面
々
の
思
い
が
強

く
花
火
の
実
施
に
な
っ
た
。

午
後
８
時
ジ
ャ
ス
ト
、
最

初
の
花
火
の「
ド
カ
ン
」

と
い
う
破
裂
音
が
響
い
た

と
た
ん
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
叫
び
な
が
ら
道
路

に
飛
び
出
し
て
き
た
、
そ

◆	「
み
ど
り
サ
ロ
ン
」で

折
り
鶴
や
公
園
巡
り

　

今
年
は
15
周
年
の
節
目

の
年
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
為
、
６
月

一
杯
ま
で
お
休
み
。
高
齢

者
が
中
心
の
サ
ロ
ン
な
の

で
慎
重
に
再
開
。
記
念
の

各
イ
ベ
ン
ト
は
来
期
の
お

楽
し
み
。
今
年
４
回
目
の

８
／
５
の
サ
ロ
ン
は
３
密

を
警
戒
し
て
囲
碁･

麻
雀

の
再
開
は
未
だ
延
期
。
参

加
者
19
人
は
恒
例
と
な
っ

て
い
る
平
和
公
園
に
届
け

て
頂
い
た
。
前
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
楽
し
む
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

楽
し
み
た
い
と
目
を
輝
か

せ
て
お
ら
れ
た
。

役員の制服記念品の数々

大輪の花火が大空に

川
畑　
昊そ

ら
叶と

く
ん
４
／
21
南
１

戸
田　
英え

い
作さ

く
く
ん
５
／
13
西
４

あ
な
た
は
ま
ち
の
宝
物
。

地
域
の
み
ん
な
で
大
切
に
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
。

こ
ん
に
ち
は	

赤
ち
ゃ
ん
○34

の
数
20
人
。
ま
た
家
々
の

ベ
ラ
ン
ダ
で
は
思
い
思

い
の
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

「
た
ー
ま
や
!�」
数
は
20

発
程
度
で
は
あ
っ
た
が
コ

ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
し
、
夏

祭
り
ま
で
も
凌
駕
す
る
ほ

ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。	（
山
本
）

る
千
羽
鶴
の
作
成
に
精
を

出
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
企
画
の
公

園
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

へ
。
緑
街
区
の
４
カ
所
の

公
園
を
各
自
の
体
調
に
合

わ
せ
て
巡
り「
み
ど
り
サ

ロ
ン
ポ
イ
ン
ト
」を
ゲ
ッ

ト
。〝
２
週
間
運
動
を
し

な
い
で
失
わ
れ
る
筋
肉
量

は
、
加
齢
に
よ
っ
て
７
年

間
に
失
わ
れ
る
筋
肉
量
に

匹
敵
〟と
の
事
。
コ
ロ
ナ

騒
ぎ
で
運
動
不
足
に
な
っ

て
い
る
身
体
を
も
う
一
度

鍛
え
直
す
。「
運
動
と
栄

養
補
給
で
、
何
歳
で
も
筋

肉
は
増
や
せ
る
!�」と
辞

書
に
載
っ
て
い
る
。（
中
原
）歩いてポイントを貯める楽しみ 祈りを込めて第二弾を製作中

広 報 み す ず令和２（2020）年９月号

編
集

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
広
報
部

発
行

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

発
行
日

令
和
２（
２
０
２
０
）年
９
月
４
日
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